
  
 

 
 

 
 

 
 

       

「
生
郷
の
魅
力
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
一
一
年
に
山
と
渓
谷
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
日
本

の
分
水
嶺
」
の
著
者
堀
公
俊
さ
ん
が
、
そ
の
本
の
は
じ
め

に
の
中
で
こ
ん
な
こ
と
を
名
指
し
で
書
い
て
い
る
。 

（
以
下
原
文
）
そ
も
そ
も
分
水
嶺
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
、 

肝
心
の
分
水
嶺
が
あ
る
地
元
で
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
。
以
前
に
兵
庫
県
旧
氷
上
町
（
現
在
は
丹
波

市
）
が
、
分
水
嶺
の
所
在
す
る
市
町
村
が
ど
の
よ
う
に
町

づ
く
り
に
い
か
し
て
い
る
か
と
い
う
実
態
調
査
を
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
町
づ
く
り
ど
こ
ろ
か
、
か
な
り
の
市
町

村
で
「
住
民
の
認
識
な
し
（
薄
い
）
」
と
い
う
調
査
結
果

に
終
わ
っ
て
い
る
（
以
下
略
） 

 

 
 

前
書
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
生
郷
に
生
活
し

て
「
あ
な
た
に
と
っ
て
生
郷
の
魅
力
は
・
・
・
？
」
と
尋

ね
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
う
か
べ
ま
す
か
。
「
そ

ん
な
こ
と
考
え
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
「
生
郷
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

所
が
あ
る
の
か
」
「
自
治
会
に
も
昔
か
ら
伝
え
守
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
「
ひ
た
む
き
に
こ
つ
こ
つ

と
や
り
続
け
て
い
る
人
も
い
る
」
と
改
め
て
生
郷
地
域
の

す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
も
数
多
く
お
ら
れ

ま
す
。 

   

               

 
中
学
二
年
生
で
は
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
で
、
東

小
の
四
年
生
は
「
ミ
ニ
ト
ラ
イ
や
る
」
で
地
域
の
方
々
と

の
か
か
わ
り
を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校

低
学
年
で
は
家
族
を
中
心
に
、
中
学
年
で
は
住
ん
で
い
る

地
域
を
中
心
に
、
高
学
年
で
は
広
く
社
会
に
向
け
て
地
域

の
魅
力
や
課
題
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
豊
か
な
自
然
、
各

自
治
会
で
伝
え
引
き
つ
な
が
れ
て
き
た
行
事
や
営
み
，
趣

味
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
る
人
の
こ
だ

わ
り
や
技
な
ど
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
り
得
て
い
な
い
生
郷

の
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

世
代
が
変
わ
り
地
域
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
中
で
、
改

め
て
地
域
（
生
郷
）
の
魅
力
（
人
・
も
の
・
こ
と
）
に
目

を
向
け
、
地
域
や
自
治
会
の
行
事
・
活
動
を
通
し
て
魅
力

再
発
見
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
魅
力
づ
く
り
委
員
会
） 

                                  

生
郷 

日
本
一
低
い
谷
中
分
水
界
の
あ
る
ま
ち 
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11 月から 3 月の予定（自治会発） 
11 月  

（地頭）・金刀比羅七五三（11/9）・新嘗祭（11/22） 

   （新町）・防犯青少年健全育成学習会 

（領町）・囲碁ボール大会（11/2） 

・人権学習会（11/25） 

（北野）・環境整備事業 

（大崎）・生活水路清掃  

（横田）・伊尼神社（稲初穂） 

   （稲継）・カードゲーム大会（11/29） 

  12 月  

 （南町）・人権学習会 

   （市辺）・自治会内クリーン活動（12/14） 

  1 月 

     （地頭）・歳旦祭（1/1） ・とんど祭り（1/11） 

（新町）・とんど焼（1/12） 

（領町）・とんど（1/11） 

      （南町）・とんど焼 

   （北野）・とんど焼（焼き芋大会） 

      （大崎）・次年度役員選挙（1/28） 

      （横田）・正月祭礼（1/1） ・とんど焼（1/11） 

・自治会役員選挙（1/11） 

 （市辺）・とんど（1/10） ・水定め（1/11） 

2 月  

（地頭）・祈年祭（2/17） ・役員選挙（2/15） 

 （新町）・自治会長選挙（2/15） 

（大崎）・墓地、共有林下刈り（2/15） 

（横田）・節分祭（2/1） ・初午（2/3） 

（市辺）・自治会選挙（2/1） 

3 月 

（地頭）・八役引継ぎ会（3/8） 

  （大崎）・新年度自治会初総会（3/22） 

   （横田）・春の溝掃除（3/8）  ・新旧役員引継ぎ（3/8） 

      ・宮当渡し（3/15）      

 （市辺）・意春祭（3/8） 

 
  

氷上インターを望む 



 
令
和
七
年
度
第
一
回 

 
 

生
郷
地
域
支
え
あ
い
推
進
会
議 

  

「
少
子
高
齢
化
」
「
人
口
減
少
」
が
叫
ば
れ
か
け
た
の

は
随
分
以
前
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
る
日
常
生
活
で
の

問
題
や
町
づ
く
り
で
の
課
題
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
行
政
で
の
対
策
に
加
え
て
、
そ
の
地
域
に
住
む
者

同
士
が
互
い
に
か
か
わ
り
合
い
、
つ
な
が
り
合
っ
て
支
え

あ
う
活
動
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
年
前
か
ら
生
郷

で
も
支
え
あ
い
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、
各
自
治
会
で
も

そ
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
の

自
治
会
役
員
さ
ん
・
民
生
委
員
さ
ん
・
民
生
協
力
員
さ
ん

を
中
心
に
、
ご
近
所
さ
ん
同
士
が
互
い
に
支
え
あ
え
る
地

域
を
目
指
し
て
、
そ
の
下
地
と
な
る
交
流
環
境
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
頼
れ
る
人
が
い
た
り
気
に
か
け

て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
だ
け
で
、
安
心
安
全
な
住
み
よ

い
地
域
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
。 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                

環
境
整
備 

  
今
年
も
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備
に
全
市
か

ら
集
ま
り
、
草
刈
り
や
除
草
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
の
所
在
が
生
郷
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
生
郷
地
域

か
ら
も
多
数
の
方
が
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
七
月
十
二
日
に
は 

認
定
こ
ど
も
園
い
く
さ
と
の 

裏
山
の
環
境
整
備
が
実
施
さ 

れ
ま
し
た
。 

秋
に
な
っ
た
ら
子
ど
も
た
ち 

が
楽
し
む
だ
ろ
う
と
大
き
な 

ど
ん
ぐ
り
の
な
る
木
を
残
し 

て
、
斜
面
に
伸
び
た
草
木
が 

す
っ
き
り
と
刈
り
取
ら
れ
ま
し
た
。 

 

交
流
会
館
外
壁
工
事 

完
了 

  

七
月
二
八
日
か
ら
九
月
四
日 

ま
で
を
工
期
に
、
会
館
の
外
壁 

工
事
を
行
い
ま
し
た
。 

 

以
前
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
白 

壁
の
亀
裂
・
木
部
壁
の
腐
食
・ 

屋
根
の
ず
れ
・
軒
部
分
の
柱
の 

腐
食
等
、
普
段
は
見
慣
れ
て
い 

て
気
が
つ
か
な
い
老
朽
箇
所
を 

中
心
に
会
館
の
修
理
と
メ
ン
テ 

ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
総
工 

費
二
，
九
四
八
，
〇
〇
〇
円
（ 

う
ち
二
，
三
一
〇
，
〇
〇
〇
円 

は
市
の
交
付
金
特
別
分
よ
り
支 

出
）
工
事
は
八
月
中
に
完
了
し
、

新
築
当
時
の
き
れ
い
な
外
壁
に 

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。 

                

2025.6.28 交流会館  

次回第 2 回生郷地域支えあい推進会議は 

11 月 28 日(金) 19 時 30 分から生郷交

流会館で開催します 

 

  

六
月
二
十
九
日
（（
日
）） 

 

「
お
口
は
健
康
の
は
じ
ま
り
」
と
題
し
て
、
あ
せ

い
歯
科
医
院
長
の
阿
瀬
井
宏
成
先
生
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

十
歳
頃
ま
で
に
完
成
す
る
と
言
わ
れ
る
上
顎
骨
の

成
り
立
ち
が
、
脳
を
は
じ
め
全
身
の
各
部
の
成
長
・
健

康
に
大
き
く
影
響
し
て
い
て
、
「
全
身
の
健
康
は
こ
こ

か
ら
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
健
康
・
成
長
に
つ
い
て
初
耳
の
話
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
ま
た
こ
う
い
う
機
会
を
つ
く
り
多
く
の
人
に
気
づ

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

6.14 

 
 

ほ
っ
て
お
け
な
い 

身
近
な
社
会
問
題 

  

◎
新
た
な
空
き
家
を
発
生
さ
せ
な
い 

◎
発
生
し
て
し
ま
っ
た
空
き
家
が
管
理
不
全
状
態
と

な
る
こ
と
を
ふ
せ
ぐ 

こ
れ
ら
は
九
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
空
き
家
対
策

講
習
会
で
聞
い
た
空
き
家
対
策
の
課
題
で
す
。
短
く

言
え
ば
、
空
き
家
の
増
加
を
食
い
止
め
、
少
し
で
も

有
効
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
農
業
委
員
さ

ん
か
ら
も
再
三
訴
え
ら
れ
て
い
る
耕
作
放
棄
地
に

つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。 

 



今
も
推
定
約
二
五
〇
〇
人
の
来
客 

  
 

第
三
九
回
生
郷
ま
つ
り 

  

前
年
度
二
月
か
ら
生
郷
ま
つ
り
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
例
年
七
月
末
土
曜
日
の
実
施
日
に
向
け
て
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
。
自
治
会
長
・
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
は

じ
め
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
・
地
域
の
事
業
所
、
企
業
に
は

た
く
さ
ん
の
賛
助
を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
そ
え

る
夏
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

             

    

      

 

九
月
七
日
に
は
実
行
委
員
会
で
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
も
と
に
今
回
の
生
郷
ま
つ
り
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。 

企
画
・
運
営
・
会
場
設
営
等
次
回
の
生
郷
ま
つ
り
に
向
け

た
課
題
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。 

十
月
十
六
日
第
一
回
準
備
委
員
会
（1

2
/1

1

第
二
回
予

定
）
を
開
き
次
回
に
向
け
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

                                  

収入金額 円
支出金額 円
差引金額 円 次年度に繰越

収入の部 （単位：円）

款
１　繰越金 0

1 繰越金 0
２　賛助金 △ 26,000

1 自治会 △ 193,000
2 各種団体 167,000

３　交付金 △ 9,000
1 交付金 △ 9,000

４　繰入金 0
1 繰入金 0

５　雑収入 △ 3,327
1 雑収入 △ 3,327

△ 38,327

支出の部 （単位：円）

款
１　総務費 △ 162,382

11 会議費 △ 120,000
12 食糧費 △ 36,338
13 印刷費 61,731
14 消耗品費 9,410
15 燃料費 △ 3,000
16 警備費 △ 27,600
17 通信費 6,245
18 保険費 △ 4,380
19 用品費 △ 50,000
20 需要費 1,550

２　余興費 △ 46,916
21 花火打上費 5,000
22 音響 27,500
23 材料費 0
24 出演謝礼 △ 49.040
25 景品費 △ 30,376

３　広告費 △ 9,597
31 広告印刷費 △ 2,820
32 広告手数料 △ 6,777

４　会場費 58,700
41 工事費 87,500
42 会場手数料 0
43 謝礼金 △ 28,800
44 使用料 0

５　助成金 0
51 助成金 0

６　予備費 △ 198,936
61 予備費 △ 198,936

△ 359,131

198,936 0

支 出 合 計 3,550,936 3,191,805

40,000 40,000 消防団
198,936 0

0 0 発電機賃借料
40,000 40,000

0 0
220,000 191,200 賛助金謝礼品タオル代、出店・出演謝礼、

820,000 878,700
600,000 687,500 電気工事一式

150,000 147,180 折込チラシ（5.500部）
30,000 23,223 チラシ折込料

200,000 169,624 抽選景品代
180,000 170,403

1,000,000 1,005,000 花火

0
100,000

70,000

127,500

20,960

音響、カラオケ機

素人名人会出演者謝礼

2,000 3,550 残高証明、振込手数料　ほか
1,370,000 1,323,084

110,000 105,620 賠償責任保険（まつり当日）
50,000 0 駐車場用品、タープ　ほか

450,000 422,400 会場警備、送迎用バス
20,000 26,245 はがき、切手代　ほか

7,000 16,410 道路使用許可申請料　ほか
3,000 0

150,000 113,662 弁当・飲物代
30,000 91,731 コピー代　ほか

942,000 779,618
120,000 0 反省会

科 目
本年度予算額 本年度決算額 比 較 摘          要

項

75,000 71,673 出店料（70,000）まつり募金（1,451）預金利息（222）

収 入 合 計 3,550,936 3,512,609

0 0
75,000 71,673

560,000 551,000 丹波市観光協会
0 0

368,000 535,000 各種団体、事業所
560,000 551,000

2,100,000 2,074,000
1,732,000 1,539,000 各自治会

815,936 815,936 前年度繰越金

科 目
本年度予算額 本年度決算額 比 較 摘          要

項

令和７年度　生郷まつり特別会計　決算書

令和7年４月１日～令和8年３月31日

3,512,609
3,191,805

320,804

815,936 815,936



  

第
十
二
回 

 
 

生
郷
ふ
る
さ
と
音
楽
祭 

 

 

今
年
は
東
小
学
校
鼓
笛
隊
・
氷
上
中
学
校
吹
奏
楽
部
・

柏
原
高
校
吹
奏
楽
部
・
氷
上
吹
奏
楽
団
の
四
団
体
に
出
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
夏
休
み
中
に
開
催
す
る
こ
の
ふ

る
さ
と
音
楽
祭
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で
満

席
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
皆
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
演
奏
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
音
楽
祭
を

通
し
て
、
音
楽
を
愛
す
る
団
体
が
交
流
す
る
い
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

            

                      

 

               

 

8/31 

第 58 代東小学校鼓笛隊 

氷上中学校吹奏楽部 
氷上吹奏楽団 柏原高校吹奏楽部 

  

 

 

 

               お知らせ 

 〇第 2 回生郷地区支えあい推進事業 

            11/28（金） 

 

〇コミュニティカフェ「いっ茶丹」 

   毎月第 2 日曜日 10 時～12 時 

 

〇第 2 回生郷まつり準備委員会 

12/11（木） 

 

〇年末大掃除     12/21（日） 

 

〇冬季生郷塾 

   12/26(金)・1/5(月)・1/6(火) 

 

 〇年末年始交流会館閉館日 

       12/29(月)～1/4（日） 

 

ん 
こ 
う 

生郷アートフェスタ 
  10.25～26 



 
 

 

   
 

 
 

 
舟
座
の
こ
と 

 
 

 
 

 
 

        
 

荻
野
雄
一
郎
（
本
郷
） 

 
 

 

   

京
都
に
都
が
あ
っ
た
織
田
信
長
の
時
代
は
、
物
資
は
陸

路
で
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二

年
）
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
倒
れ
、
天
正
一
一
年
（
一
五

八
三
年
）
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
を
築
き
豊
臣
政
権
を
樹
立

し
て
よ
り
、
政
治
・
経
済
の
中
心
が
京
都
か
ら
大
坂
に
移

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
陸
路
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
加

古
川
の
通
船
が
考
え
ら
れ
始
め
ま
し
た
。 

 

群
小
の
領
主
が
治
め
て
い
た
播
磨
（
播
州=

兵
庫
南
西

部
）
で
は
、
浅
瀬
・
難
所
の
多
い
加
古
川
に
高
瀬
舟
を
通

す
こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
天
正
八
年
（
一
八

五
〇
年
）
羽
柴
（
豊
臣
）
氏
領
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
巨
大
な
権
力
の
背
景
な
く
し
て
は
、
加
古
川
舟
運
の
開

発
は
成
立
し
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
播
磨
の
年
貢
米
を

大
坂
へ
運
ぶ
た
め
に
は
、
高
瀬
舟
に
よ
っ
て
高
砂
へ
運
ぶ

の
が
最
適
の
方
法
で
し
た
。 

 

加
古
川
に
高
瀬
舟
を
通
す
た
め
の
工
事
は
二
期
に
分

か
れ
ま
す
。
ま
ず
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
年
）
播
磨
内

の
豊
臣
氏
領
地
を
統
括
し
た
生
駒
氏
が
、
滝
野
か
ら
高
砂

に
至
る
川
底
の
浚
渫
工
事
を
川
筋
の
豪
農
た
ち
に
命
じ

ま
し
た
。
第
二
期
は
、
池
田
氏
の
命
に
よ
る
滝
野
以
北
の

浚
渫
お
よ
び
河
岸
（
舟
着
場
）・
高
砂
港
の
整
備
で
し
た
。

多
く
の
労
力
を
要
し
た
一
連
の
工
事
の
中
で
も
最
も
難

工
事
だ
っ
た
の
は
、
岩
に
お
お
わ
れ
た
滝
野
の
闘
龍
灘
の

掘
削
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
加
古

川
筋
の
舟
運
は
、
本
郷
よ
り
滝
野
を
中
継
地
と
し
て
高
砂

ま
で
約
五
〇
㎞
が
完
通
し
ま
し
た
。 

本
郷
に
舟
座
が
出
来
た
の
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四

年
）
で
す
。
使
わ
れ
た
八
そ
う
の
高
瀬
舟
は
、
長
さ
六
ｍ
、

幅
一
．
二
六
ｍ
、
深
さ
四
〇
㎝
で
、
米
約
一
五
石
（
約
二

ト
ン
）
を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
田
畑
に
水
を
送
る

た
め
加
古
川
に
井
堰
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
農
繁
期
の
舟

の
運
航
は
不
可
能
で
、
運
航
期
間
は
米
作
等
の
農
業
に
支

障
の
な
い
秋
の
彼
岸
（9

/2
3

頃
）
か
ら
翌
年
の
八
十
八

夜
（5

/2

頃
）
ま
で
で
し
た
。 

 

本
郷
か
ら
出
る
舟
は
や
や
小
型
で
、
積
荷
を
滝
野
で
中

継
し
、
滝
野
か
ら
高
砂
ま
で
は
大
型
の
高
瀬
舟
が
運
航
し

て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
領
主
の
米
等
は
高
砂
の
大
名
蔵
ま

で
直
接
運
ん
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

積
荷
の
主
な
も
の
は
米
・
大
豆
・
薪
炭
ほ
か
で
、
上
り

舟
は
塩
・
干
鰯
（
ほ
し
か
）・
昆
布
な
ど
で
、
明
治
の
頃

に
は
灯
油
も
積
み
ま
し
た
。
由
良
川
流
域
、
福
知
山
方
面

の
物
資
は
、
陸
路
で
本
郷
ま
で
行
き
来
し
ま
し
た
。
舟
座

は
入
札
に
よ
り
落
札
者
が
請
け
負
い
、
請
負
人
は
水
路
の

保
全
を
し
、
料
金
を
取
っ
て
舟
の
運
行
と
荷
物
の
輸
送
に

あ
た
り
、
幕
府
に
運
上
金
を
納
め
ま
し
た
。 

 
滝
野
か
ら
高
砂
ま
で
の
距
離
は
約
三
七
㎞
で
、
所
要
時

間
は
水
量
に
も
よ
り
ま
す
が
平
均
四
～
五
時
間
。
上
滝
野

や
新
町
を
早
朝
四
時
頃
出
発
す
る
と
高
砂
へ
は
朝
の
八

時
こ
ろ
に
着
き
ま
し
た
。
帰
り
は
舟
を
引
く
の
で
、
高
砂

を
午
前
十
時
頃
に
出
て
、
帰
着
は
翌
日
の
夕
方
で
し
た
。 

 

水
の
深
い
所
は
筵
（
む
し
ろ
）
の
帆
を
張
っ
て
走
り
、
台

風
の
時
以
外
は
雨
の
日
で
も
下
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

高
瀬
舟
の
乗
組
み
は
、
加
古
川
の
場
合
、
船
頭
（
オ
ヤ

ジ
）
と
ト
モ
乗
り
と
中
乗
り
の
三
名
で
す
。
船
頭
は
舟
の

責
任
者
で
積
荷
の
差
配
と
水
先
を
つ
と
め
、
ト
モ
乗
り
は

船
尾
で
櫓
（
ろ
）
を
押
し
、
舟
の
中
央
で
櫂
（
か
い=

オ

ー
ル
）
を
漕
い
だ
り
、
米
問
屋
の
蔵
か
ら
の
荷
積
み
を
任

さ
れ
た
中
乗
り
は
一
番
の
重
労
働
で
し
た
。 

 

河
口
に
近
い
流
れ
の
緩
や
か
な
所
は
、
筵
（
む
し
ろ
）

の
帆
を
上
げ
、
櫓
を
押
し
て
の
ん
び
り
帰
れ
ま
す
が
、
浅

瀬
に
く
る
と
帆
は
使
え
ず
、
舟
を
引
い
て
上
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
オ
ヤ
ジ
一
人
が
舟
に
残
り
、
他
の
二
人
は
河

原
の
綱
道
を
た
ど
っ
て
舟
を
引
き
ま
す
。
手
に
は
手
ど
ら

を
は
め
、
す
ね
あ
て
・
胸
あ
て
を
つ
け
て
四
つ
這
い
に
な

っ
て
引
く
そ
の
格
好
が
猿
に
似
て
い
る
た
め
、
引
手
は

「
サ
ル
」
と
俗
称
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
ご
ろ
に
高
砂

を
出
た
舟
は
、
室
山
・
大
島
あ
た
り
で
一
泊
し
、
翌
日
の

夕
方
に
河
岸
に
帰
着
し
ま
す
が
、
サ
ル
た
ち
は
昼
食
時
以

外
は
引
き
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
急
な
浅
瀬
に
く

る
と
オ
ヤ
ジ
は
水
中
に
入
り
肩
に
舟
を
当
て
て
持
ち
上

げ
ま
し
た
。
も
ど
り
舟
は
同
じ
河
岸
か
ら
出
て
い
る
四
～

五
そ
う
が
一
緒
に
帰
り
、
難
所
は
力
を
合
わ
せ
て
越
え
ま

し
た
。
そ
の
指
図
を
す
る
船
頭
を
「
オ
ヤ
ジ
頭
」
と
言
い

ま
し
た
。 

 

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
年
）
よ
り
物
資
の
集
散
地
と
し

て
に
ぎ
わ
っ
た
本
郷
も
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）

阪
鶴
鉄
道
（
現J

R

福
知
山
線
）
の
開
通
に
よ
り
約
三
百

年
に
わ
た
る
舟
座
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

                

 
生
郷
今
昔
さ
ん
ぽ 



   

三
つ
の
池
を
め
ぐ
る 

  

ぼ
く
は
高
谷
川
に
す
む
ア
オ
サ

ギ
の
あ
お
ち
ゃ
ん
。
毎
日
、
食
べ
物

を
探
し
て
あ
っ
ち
こ
っ
ち
飛
ん
で

い
る
よ
。
よ
く
行
く
の
は
三
つ
の
池
、

千
代
田
池
と
玉
ノ
池
、
そ
し
て
調
整
池
。
調
整
池
は
工
業

団
地
の
そ
ば
に
あ
る
池
だ
よ
。 

 

い
そ
べ
神
社
に
お
参
り
を
し
て
、
水
分
れ
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
神
社
の
間
の
道
を
行
く
と
、
「
千
代
田

の
小
径
」
と
い
う
看
板
が
現
れ
る
よ
。
さ
ら
に
進
む
と
手

作
り
の
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
ん
だ
。
そ
の
近
く
の

浅
い
所
で
小
魚
を
探
す
ん
だ
。
目
を
上
げ
る
と
桜
が
満
開
。

近
く
で
見
る
桜
も
き
れ
い
け
ど
、
池
の
向
こ
う
に
見
え
る

桜
も
き
れ
い
だ
よ
。
福
田
寺
の
桜
も
見
え
る
し
、
い
い
と

こ
ろ
な
ん
だ
。
秋
に
は
近
く
の
フ
ジ
バ
カ
マ
に
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
が
や
っ
て
き
て
い
る
よ
。
南
の
国
へ
の
旅
の
途
中
に

寄
っ
た
の
か
な
。
千
代
田
池
の
ほ
と
り
か
ら
は
夕
日
が
き

れ
い
な
ん
だ
よ
。
ぼ
く
は
丹
波
で
一
番
だ
と
い
つ
も
思
っ

て
い
る
。
こ
の
千
代
田
池
は
こ
れ
か
ら
二
～
三
年
大
工
事

さ
れ
る
ん
だ
っ
て
。
水
面
に
映
る
あ
の
夕
日
が
し
ば
ら
く

見
ら
れ
な
く
て
さ
み
し
い
な
ぁ
。 

 

神
社
の
境
内
の
茶
屋
の
前
で
は
コ
ー
ヒ
ー
を
手
に
し

て
休
ん
で
い
る
人
が
い
る
よ
。
お
い
し
い
だ
ろ
う
け
ど
、

僕
は
魚
の
方
が
い
い
な
ぁ
。
散
歩
に
来
て
い
た
人
が
、
千

代
田
の
小
径
か
ら
鹿
柵
の
扉
を
開
け
、
山
へ
入
っ
て
い
く

ん
だ
。
ど
こ
へ
行
く
の
か
な
と
あ
わ
て
て
そ
の
人
を
追
っ

て
い
く
と
、
鳳
翔
寺
の
裏
に
出
た
よ
。
鳳
翔
寺
に
寄
っ
て

い
た
の
で
、
ぼ
く
は
大
き
な
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
止
ま
っ
て

様
子
を
眺
め
た
ん
だ
。
木
の
そ
ば
に
あ
る
看
板
を
読
ん
で

い
る
。
ツ
ガ
と
い
う
木
で
、
お
寺
が
建
っ
た
こ
ろ
に
植
え

ら
れ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
の
木
は
お
よ
そ
三
四
〇
歳
な
ん
だ
。

す
ご
い
ね
。「
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
木
も
同
じ
こ
ろ
の
で
す
。」

と
ご
住
職
が
話
し
て
る
。
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
と
い
う
木
ら
し

い
よ
。
天
を
突
く
よ
う
に
空
へ
伸
び
て
い
る
。
こ
の
木
も

お
寺
が
で
き
た
時
か
ら
あ
る
ん
だ
っ
て
。
木
の
上
か
ら
西

の
方
を
眺
め
る
と
、
篠
ヶ
峰
、
白
山
や
弘
浪
山
な
ど
が
見

え
る
よ
。
こ
こ
か
ら
の
景
色
を
見
る
と
思
わ
ず
深
呼
吸
を

し
た
く
な
る
ん
だ
。 

 

 

ぼ
く
は
い
つ
も
鳳
翔
寺
か
ら
高
谷
川
に
か
か
る
藤
ノ

木
橋
へ
飛
ん
で
い
く
ん
だ
。
藤
の
花
は
つ
ぼ
み
を
膨
ら
ま

せ
て
い
る
よ
。
藤
ノ
木
橋
か
ら
川
沿
い
の
ト
レ
イ
ル
ロ
ー

ド
に
沿
っ
て
下
流
へ
行
く
と
、
木
の
名
前
を
書
い
た
白
い

札
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ヤ
マ
モ
モ
の

上
で
ひ
と
休
み
し
、
お
お
か
み
橋
を
渡
り
上
流
へ
行
く
よ
。

す
ぐ
に
玉
ノ
池
だ
。
ひ
ら
ひ
ら
と
黒
い
チ
ョ
ウ
、
ジ
ャ
コ

ウ
ア
ゲ
ハ
が
土
手
の
上
を
飛
ん
で
い
る
。
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク

サ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
そ
こ
に
卵
を
産
ん
で
る
よ
。
ウ

マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
は
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
の
大
好
物

な
ん
だ
っ
て
。
夏
に
は
ラ
ッ
パ
の
よ
う
に
な
っ
た
お
も
し

ろ
い
花
を
さ
か
せ
る
よ
。 

   
 

        

玉
ノ
池
で
は
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
巣
を
作
り
始
め
て
る
よ
。

つ
が
い
で
協
力
し
て
水
草
を
運
び
浮
巣
を
作
る
ん
だ
。
く

ち
ば
し
で
上
手
に
運
ん
で
る
よ
。
親
鳥
は
こ
の
巣
で
二
〇

日
間
あ
ま
り
卵
を
あ
た
た
め
、
ひ
な
の
誕
生
を
待
っ
て
る
。

生
ま
れ
て
す
ぐ
の
ひ
な
は
親
の
羽
の
中
に
入
り
、
頭
だ
け

出
し
て
い
る
姿
が
か
わ
い
い
よ
。
お
ん
ぶ
し
て
泳
ぐ
な
ん

て
す
ご
い
ね
。 

ぼ
く
が
浅
い
所
で
小
魚
を
食
べ
て
い
る
と
、
フ
ェ
ン
ス
に

青
い
鳥
が
と
ま
っ
て
ジ
ー
っ
と
水
の
中
を
覗
い
て
る
。
と

思
う
間
も
な
く
、
サ
ー
っ
と
水
の
中
に
入
っ
て
魚
を
く
わ

え
て
る
。
す
ご
い
早
わ
ざ
だ
よ
。 

  

調
整
池
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
。
池
ま
で
ひ
と
っ
飛
び
。

池
岸
の
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
の
紅
葉
が
き
れ
い
だ
よ
。
池
は
北

の
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
カ
モ
た
ち
で
に
ぎ
や
か
。
そ
ー
っ

と
降
り
て
み
る
と
、
カ
ル
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ヒ
ド
リ
ガ
モ
、

オ
オ
バ
ン
な
ど
が
忙
し
そ
う
に
泳
い
で
る
。
春
ま
で
は
た

く
さ
ん
の
カ
モ
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
ん
だ
よ
。 

             

玉
ノ
池
に
も
ど
る
と
、
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
が
の
ん
び
り

と
泳
い
で
る
。
ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ
は
一
〇
羽
以
上
が
集
ま
っ

て
同
じ
方
向
に
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
。「
ぐ
る
ぐ
る
」

で
水
中
に
あ
る
え
さ
の
食
べ
物
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
ん

だ
っ
て
。 

 
 

ま
た
様
子
を
報
告
す
る
ね
。 


